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自転車小屋から長屋２棟を望む
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春
風
台
の
板
倉

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
緑
地
と
農
地
を

一
体
と
し
て
計
画
し
た
住
宅
地
﹁
春
風

台
﹂。
そ
の
地
区
の
北
端
、
旧
集
落
へ

と
続
く
竹
林
を
背
に
、
遠
く
に
は
筑
波

山
を
望
む
場
所
に
建
つ
板
倉
の
長
屋
で

あ
る
。
緑
と
農
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き

る
、
ま
た
内
外
装
に
木
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
い
た
い
、と
い
う
施
主
の
思
い
か
ら
、

菜
園
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
取
り
入

れ
板
倉
構
法
で
建
築
し
た
。

　

敷
地
正
面
に
は
共
有
の
自
転
車
小
屋

が
、
長
屋
門
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
そ
こ
に
建
物
名
﹁
春
風
台
の

板
倉
﹂
の
木
製
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
４
戸
１
棟
の
長
屋
は
メ
ゾ
ネ
ッ
ト

方
式
で
東
西
に
２
棟
並
ん
で
建
ち
、
８

世
帯
が
住
ま
う
。
周
辺
環
境
に
配
慮
し

建
築
の
高
さ
を
抑
え
落
ち
着
い
た
佇
ま

い
と
し
た
。

　

間
取
り
は
、
１
階
に
吹
き
抜
け
の
あ

る
広
間
、
台
所
、
水
回
り
、
２
階
を
寝

室
と
し
、
各
戸
に
２
～
３
畳
の
ロ
フ
ト

が
つ
く
。
広
間
南
側
に
は
縁
側
、
２
階

北
側
に
は
ベ
ラ
ン
ダ
を
設
け
屋
外
に
開

か
れ
た
つ
く
り
と
し
た
。

　

角
部
屋
と
中
部
屋
で
仕
様
が
異
な

り
、
角
部
屋
は
台
所
、
水
回
り
が
土
間

床
と
な
り
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
中
部
屋
の
１
階
床
は

板
張
り
、
２
階
の
屋
根
裏
収
納
が
大
き

く
と
ら
れ
て
い
る
。

春風台の板倉：写真 齋藤さだむ



　

限
ら
れ
た
空
間
を
有
効
に
使
う
た
め

に
、
水
回
り
、
広
間
、
寝
室
、
ロ
フ
ト
の

４
段
の
ス
キ
ッ
プ
フ
ロ
ア
で
断
面
を
構
成

し
て
開
放
的
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
た
。

２
階
は
屋
根
裏
空
間
を
活
用
し
、
天
井
高

を
最
低
限
に
抑
え
て
い
る
が
、
ロ
フ
ト
の

高
窓
か
ら
の
採
光
に
よ
り
、
明
る
く
風
通

し
の
良
い
場
と
な
っ
た
。

　

敷
地
内
に
は
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
を
は
じ
め
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
、
ミ
カ
ン
、
柿
の
木
が
植
樹
さ
れ

て
い
る
。

　

各
戸
の
南
側
に
は
小
さ
な
菜
園
が
付

き
、
将
来
、
菜
園
を
通
じ
て
居
住
者
た
ち

の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
期
待
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

南側の夕景　　丸太の独立柱が列柱のように並ぶ　

中部屋　吹抜に丸太の登り梁

角部屋１階　土間の台所 ２階寝室　ロフトからやわやかな日差しがさしこむ



延床面積　１棟あたり 57 坪×２棟
　　　　　（１世帯あたり 14.25 坪）
外部仕上げ
　屋根　ガルバリウム鋼板横葺き
　外壁　桧棟　焼スギ板、スギ板　縦張り
　　　　花水木棟　焼スギ板、スギ板　下見板張り
　建具　アルミ樹脂サッシ
内部仕上げ
　床　ヒノキ本実板　厚 15mm
　　　角部屋一部、瓦骨材入りセメント研出し仕上げ、
　　　鉄平石乱貼り
　壁　スギ落とし込み板表し、
　　　一部オガファーザー張りデュプロン塗り仕上げ
　建具　木製建具
設計　里山建築研究所
CM　  ミナクニコンサルタント
木材　八女木材協同組合

10
2.5

春風台の板倉ＤＡＴＡ

桧棟 花水木棟

自転車小屋

菜園

駐車スペース

ハナミズキ サルスベリ

ハナミズキ

ハナミズキ

断面図

配置図

平面図

角部屋１階 中部屋１階 中部屋２階 角部屋２階

広間
台所

寝室

縁側

ベランダ

ロフト

玄関

台所台所

広間広間

縁側縁側

洗面
脱衣室

洗面
脱衣室

寝室

吹抜

上部ロフト 上部ロフト

吹抜

寝室

ベランダベランダ

１階広間から縁側、菜園を望む　遠くに自転車小屋も



　

宮
城
県
の
北
東
部
山
あ
い
に
位
置
す
る
大
崎

市
鳴
子
温
泉
郷
。
そ
の
背
後
の
森
の
中
に
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
レ
ッ
ジ
鳴
子
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
森
林
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
建
築
、

生
活
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
敷
地
内
の
施
設
は
、
す
べ
て
地
元
の
ス
ギ

材
を
活
用
し
た
板
倉
構
法
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

る
。
そ
し
て
こ
の
ビ
レ
ッ
ジ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

木
材
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
た
バ
イ
オ
発
電
プ
ラ

ン
ト
の
排
熱
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
。

　

こ
の
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
レ
ッ
ジ
鳴
子
の
一
角
に

４
戸
１
棟
の
長
屋
が
４
棟
建
つ
予
定
で
あ
る
。

３
月
に
一
期
工
事
と
し
て
の
長
屋
２
棟
８
戸
が

竣
工
し
、
入
居
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
長
屋
に

住
む
入
居
者
は
、
森
林
整
備
で
働
く
都
市
部
か

ら
の
若
い
移
住
者
や
、
こ
れ
か
ら
の
温
泉
観
光

の
担
い
手
達
で
あ
り
、
森
林
資
源
に
基
づ
く
あ

ら
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

間
取
り
は
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
方
式
で
４
戸
１
棟
。

１
階
２
階
と
も
に
ワ
ン
ル
ー
ム
で
１
階
北
側
に

浴
室
ト
イ
レ
な
ど
水
回
り
が
つ
く
。
ダ
イ
ニ
ン

グ
キ
ッ
チ
ン
が
１
階
に
あ
る
も
の
と
２
階
に
あ

る
も
の
、
そ
れ
が
対
面
タ
イ
プ
と
側
面
タ
イ
プ

の
２
通
り
。
さ
ら
に
１
階
土
間
、
板
の
間
の
２

通
り
あ
る
。
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
８

戸
す
べ
て
間
取
り
が
異
な
る
設
計
と
な
っ
て
い

る
。
入
居
者
は
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

鳴
子
温
泉
は
、
多
用
な
泉
質
と
豊
富
な
泉
量

に
基
づ
く
、
湯
治
温
泉
場
と
し
て
の
長
い
歴
史

を
持
つ
が
、
近
年
の
温
泉
観
光
の
変
化
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

は
、
温
泉
だ
け
で
な
く
森
林
体
験
や
環
境
学
習

な
ど
多
様
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
す
る
こ

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
レ
ッ
ジ
鳴
子

サスティナビレッジ鳴子板倉長屋：写真 齋藤さだむ

板
倉
長
屋

と
で
、
地
域
振
興
の
突
破
口
と
し
て
の
、
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。



長屋南側　縁側とバルコニーが並ぶ

土間に隣接して設けた３畳の小座敷

左／工事が進むサスティナビレッジ鳴子　長屋の

奥にはバイオ発電プラントが建つ。長屋の各住戸

には、ファンコイルユニット方式の冷暖房、給湯

がその排熱によって賄われる。その他にこのエコ

ビレッジのセンター棟となるオーナーの住宅とそ

の離れ、このビレッジを運営するＮＰＯしんりん

の事務所が。今後、森林体験施設としてのコテー

ジ数棟及び、研修施設が建設予定である。
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取
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の
ラ
イ
フ
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に
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せ
て
自
由
に
選
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こ
と
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で
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る
。

　

鳴
子
温
泉
は
、
多
用
な
泉
質
と
豊
富
な
泉
量

に
基
づ
く
、
湯
治
温
泉
場
と
し
て
の
長
い
歴
史

を
持
つ
が
、
近
年
の
温
泉
観
光
の
変
化
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

は
、
温
泉
だ
け
で
な
く
森
林
体
験
や
環
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学
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な
ど
多
様
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
地
域
振
興
の
突
破
口
と
し
て
の
、
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。



正面外観　南側公園に面した日当たりの良いたたずまい

広間台所 広間台所寝室 寝室

ベランダ ベランダ ベランダ ベランダ

地袋 地袋 地袋 地袋

広間台所寝室寝室
広間

台所

玄関 玄関 玄関 玄関

縁側 縁側

１階平面図

縁側 縁側

２階平面図

２階広間台所タイプ ２階寝室タイプ

１階広間台所（対面式）タイプ　土間仕様 １階広間台所（側面式）タイプ　土間仕様　



萱
丸
の
板
倉

　

板
倉
の
長
屋
﹁
萱
丸
の
板
倉
﹂
で
間
も

な
く
４
年
目
の
夏
を
す
ご
す
佐
藤
さ
ん
。

お
気
に
入
り
は
縁
側
だ
。
快
く
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
の
も
縁
側

で
、
庭
や
畑
に
気
軽
に
出
向
く
こ
と
が
で

き
、
空
い
た
時
間
に
庭
い
じ
り
や
農
作
業

を
楽
し
ん
で
い
る
と
話
す
。
室
内
の
木
の

空
間
や
杉
の
床
板
は
柔
ら
か
く
て
心
地
よ

い
の
で
気
に
入
っ
て
い
る
。
重
い
も
の
を

置
く
と
き
は
床
板
に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う

に
気
を
つ
か
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

風
雨
に
晒
さ
れ
た
板
壁
は
、
少
し
黒
ず

み
落
ち
着
い
た
外
観
と
な
り
、
月
日
が
表

れ
て
き
た
。
加
え
て
佐
藤
さ
ん
の
手
に
よ

っ
て
夏
野
菜
が
作
付
け
さ
れ
る
と
、
家
屋

や
田
畑
を
大
切
に
し
て
形
成
さ
れ
た
日
本

の
風
景
を
ど
こ
か
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
住

ま
い
手
と
と
も
に
変
化
す
る
萱
丸
の
板
倉

の
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
だ
。

日当り良好な南面には畑のスペースがある

目隠しの植栽の裏には縁側と菜園

延床面積：70.84 坪
　　　　　１世帯当り 6.75 坪
外部仕上：
　屋根　　　瓦葺き
　外壁　　　スギ粗木厚 18mm
　建具　　　アルミサッシ
内部仕上：
　床　 　　　ヒノキ厚 15mm 
　　　　　　一部畳（本藁床）
　天井・壁　スギ本実板 厚 12㎜
　　　　　　一部土佐漆喰仕上げ
    建具　　　木製建具 
設計施工：里山建築研究所
CM：ミナクニコンサルタント
木材：那賀川すぎ共販協同組合

萱丸の板倉 DATA

8畳
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延床面積　１棟あたり 57 坪×２棟
　　　　　（１世帯あたり 14.25 坪）

外部仕上げ
　屋根　ガルバリウム鋼板立ハゼ葺き
　外壁　スギ板目板張り　木酢塗り仕上げ
　建具　アルミ樹脂サッシ

サスティナビレッジ鳴子板倉長屋ＤＡＴＡ

広間台所縁側

寝室

洗面脱衣室

ベランダ 地袋

断面図

内部仕上げ
　床　ヒノキ本実板　厚 15mm
　　　一部、 瓦骨材入りセメント研出し仕上げ
　壁　スギ落とし込み板表し、
　　　一部、B ドライ塗り仕上げ
　建具　木製建具
設計　　里山建築研究所
施工　　サスティナライフ森の家

２階には地袋がつく
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発
行

会
社
概
要

　里
山
資
源
を
生
か
し
た
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家
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代
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探
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私
達
の
試
み
で
す
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「いたくら６号」発行　
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　 　 　 i n f o m a t i o n     

　 　 　 r e p o r t     

文
秀峰筑波

　里山建築研究所が事務局を務める日本板倉建築協会から
年刊誌「いたくら」の第 6号が発刊されました。
　巻頭特集は、名古屋で活動する「森と子ども未来会議」
によって企画・建設された学童保育施設「山里学童クラブ」。
学童保育の環境として板倉がふさわしいと保護者の方々が
望んで実現したものです。同じ名古屋市ではすでに２棟目
の板倉学童保育が建設中で、３棟目も計画がはじまってい
るそうです。
　創刊号より続く「復興と板倉」特集では、福島県いわき
市の板倉仮設住宅を再利用した４つの事例が取り上げられ
ています。この仮設住宅は２０１１年の東日本大震災の際、
里山建築研究所が設計して福島県内に約１００棟建設され
たものです。すでに福島県営住宅団地、会津山塩企業組合
事務所、岡山県総社市応急仮設住宅などで再利用が実現し
ていて、「いたくら」の過去の号で取り上げられています。
今号では、個人住宅やゲストハウスに再利用した事例を紹
介。里山建築研究所の設計した「上ノ室の板倉」も掲載さ
れています。

　里山建築研究所内に新たに施工部門「さとやま工作所」
がたちあがりました。私達が普段設計をしていると、よ
く建て主さんから「家にあわせてちょっとした家具をつ
くりたい」といった要望や、近隣の方から「古くなった
家の一部を直したいんだけど・・」といった相談をいた
だきます。こういった声に応えていこうと、小規模な工
事の施工を請けるための体制を整えました。
　筑波山神社への参詣道である「つくば道」からすこし
はいった住宅地の裏山。 大きな岩盤の上に建立された
１坪ほどの稲荷神社があります。ここを守って管理して
いた人達が高齢でなかなか手が回らなくなり、玉垣（社
を取り囲む柵）は腐朽していまにも崩れ落ちそうになっ
ていました。「大切に守られてきた稲荷神社を甦らせた
い」との思いで新たに管理することになった人から声を
かけてもらって、さとやま工作所で玉垣の改修工事をし
ました。
　さとやま工作所では、いま複数のプロジェクトが進行
中。次号以降の「ろくろく」やブログ「里山通信」など
でも紹介する予定です！

　霞ヶ浦を望む歩崎公園の前に、明治期の茅葺
きの古民家を改修した、弊社設計監理によるゲ
ストハウスが竣工しました。
　この建物は延床面積約 190㎡で中央の土間
を挟んで、左に広間座敷、右側にかつて元酒造
所・郵便局が営まれてきました。
　今回の改修で中央の土間を畑の広がる裏庭に
開き、みんなが集まれるオープンキッチンとし
ました。オープンキッチンを中心に４つの宿泊
室が設けられています。裏庭の昔ながらのかま
どと井戸をそのまま残し、地域の食材を使った
食の体験を楽しめるようにしています。また、
この建物に親しみをもってもらうために、講師
を招いて土間叩きや障子張りを参加者とともに
行いました。

ゲストハウス古民家「江口屋」オープン

　
　

さとやま工作所 発足　

　年刊誌「いたくら」は、１冊１０００円で販売しています。また事務所のお隣の「カフェポステン」さ
んに創刊号から最新号までの見本誌が置いてあります。是非手にとって眺めてみてください。

　竹林の広がる裏庭は、今後農業体験の場として菜園や果樹園に、敷地内に残る土蔵は醸造所としての利
用が検討されています。
※ゲストハウス古民家「江口屋」は茨城県とかすみがうら市による、「古民家を活用したブランド力向上事業」として整備され

たものです。霞ヶ浦の周遊観光の桟橋とサイクリングロードの整備による、観光客の増大が見込まれ、その受け入れ施設として

注目されています。2020 年 7月下旬オープン予定。http://www.kasumigaura-kankou.jp/eguchiya/

編
集
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記

　今
回
の
特
集
は
茨
城
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内
で
竣
工
し
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例

が
多
い
で
す
。
建
物
が
近
隣
に
あ
る
と
建
物
の

様
子
や
変
化
を
感
じ
ら
れ
て
嬉
し
い
で
す
。


